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「落花生」生育情報（第２報） 
～ 基本技術を励行して収量増加！ ～ 

 
※本資料は、落花生生産者へ落花生の生育情報を提供するものです。 

調査時点での生育状況をまとめたものであり、本年の収量を保証するものではありません。 
 

 

１ 生育状況 

アメダス（佐倉）では、７月中旬から下旬にかけて、平均気温、日照時間ともに平年を

上回って推移しました。７月中旬から８月上旬には降雨がほとんどなく、ほ場が干ばつ状

態になりました。 

今年の６月は平年並みの気温で推移したため、高温傾向だった令和４年から令和７年

までと比較して開花期が遅く、地上部乾物重は小さくなっています。８月 10 日時点の作

況調査ほ及び落花生研究室ではさや数が少ない傾向にあります。７月中旬から８月上旬

までに着莢から莢の充実期に当たるほ場（５月中旬から６月中旬は種）において、無かん

水の場合には、空さやの発生や子実の充実不足の恐れがあります。 

 

表１ 作況調査成績（８月 10 日調査） 

＊本年値は、各調査地点の平均値。「千葉半立」は千葉・印旛・香取・山武地区、「ナカテユタカ」は千葉・

海匝・長生地区、「Ｑなっつ」は印旛・香取・長生地区、「おおまさりネオ」は千葉・印旛・君津地区。 

＊平年値は、ほ場変更等がない限りは過去７年間（「千葉半立」、「ナカテユタカ」、「Ｑなっつ」）の調査デー

タから最大・最小を除く平均。ただし、「おおまさりネオ」は過去５年間の平均。 

＊カッコ内は平年値に対する差、又は比。ラウンド処理をしているため、小数点以下が合わない場合があ

る。 

 

 

 

令和８年８月２０日 

千葉県農林水産部 

生 産 振 興 課 

品 種 名 年次 は種日 開花期
開花
日数
(日)

地上部
生体重
(ｇ/㎡)

地上部
乾物重
(ｇ/㎡)

さや数
(個/㎡)

生さや
重

(ｇ/㎡)

さや
乾物重
(ｇ/㎡)

最長
分枝長
(cm)

本年 5/27 7/7 41 1,871 387 73 288 40 37

平年 5/29 7/7 39 2,260 436 81 301 41 40

+2 83% 89% 90% 96% 97% 91%

本年 5/28 7/6 39 1,482 319 109 357 73 31

平年 5/21 6/29 39 2,080 430 191 664 151 37

±0 71% 74% 57% 54% 48% 84%

本年 5/25 7/6 42 1,924 281 132 510 79 41

平年 6/1 7/7 36 2,065 410 146 510 75 43

+6 93% 69% 90% 100% 105% 95%

本年 5/27 7/6 40 1,729 352 70 212 39 37

平年 5/21 6/30 40 2,680 526 140 592 83 45

±0 65% 67% 50% 36% 47% 83%

千葉半立

ナカテユタカ

Ｑなっつ

おおまさり
ネオ
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表２ 落花生研究室（八街市）の作況（本年の値、８月 10 日調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 気温の推移（アメダス、佐倉）    図２ 日照時間の推移（アメダス、佐倉） 
 

                        
 

 

 

 

 

 

 

 
図３ 降水量の推移（アメダス、佐倉） 

※６月第６半旬及び８月第３半旬の降水量が多かったため、縦軸の目盛の上端を 350mm とした。 

は種日 品 種 名 開花期
地上部
生体重
(ｇ/㎡)

地上部
乾物重
(ｇ/㎡)

さや数
(個/㎡)

生さや重
(ｇ/㎡)

さや
乾物重
(ｇ/㎡)

最長
分枝長
(cm)

7/3 1,935 472 49 139 22 40
(＋4) ( 65%) ( 81%) ( 29%) ( 28%) ( 32%) ( 86%)

7/1 1,577 359 107 305 56 32
(＋4) ( 70%) ( 83%) ( 45%) ( 42%) ( 46%) ( 82%)

7/3 1,768 367 109 307 52 40
(＋4) ( 79%) ( 84%) ( 48%) ( 47%) ( 50%) ( 83%)

7/1 1,791 403 73 237 43 35
(＋3) ( 69%) ( 80%) ( 45%) ( 54%) ( 64%) ( 84%)

7/15 1,554 331 18 61 8 32
(＋2) ( 61%) ( 75%) ( 28%) ( 26%) ( 28%) ( 76%)

7/15 1,027 223 37 118 16 24
(＋5) ( 50%) ( 59%) ( 28%) ( 25%) ( 26%) ( 63%)

7/16 1,231 238 35 131 16 32
(＋4) ( 66%) ( 67%) ( 29%) ( 31%) ( 28%) ( 77%)

7/15 1,239 264 15 37 7 28
(＋4) ( 49%) ( 59%) ( 20%) ( 18%) ( 23%) ( 69%)

　＊無かん水条件

　＊カッコ内は、令和３年～令和７年の平均値に対する差、又は比

６月１１日
（晩播）

千葉半立

ナカテユタカ

Ｑなっつ

おおまさりネオ

　＊栽植密度は5,128株/10ａ

５月２０日
（標播）

千葉半立

ナカテユタカ

Ｑなっつ

おおまさりネオ

℃ 
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白絹病 

２ これからの管理のポイント 

（１）病害虫防除 

１）発生状況 

７月の高温乾燥の影響で茎腐病の発生が見られました。また、８月に入って降雨があ

り、白絹病の発生がやや多くなる恐れがあります。 

 

 ２）今後の対策について 

降雨やかん水による高温・多湿での白絹病の発生が懸念されます。薬剤散布だけでは

十分な効果が望めない場合は、罹病株を株元の土ごと除去し、被害の拡大を防止しまし

ょう。 

薬剤の使用に当たっては、収穫前使用日数に注意しましょう。薬剤散布は、農薬のラ

ベルに記載された使用基準に従い行ってください。 

 

表３ 防除薬剤（令和８年８月５日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）台風等の対策 
  ８月１３日の「令和８年８月千葉豪雨」によりほ場が冠水した場合や、台風が接近した

場合は、以下の対策をしましょう。 

ア 栽培中及び乾燥中ともに冠水しないように排水路を整備する。 
イ ほ場が冠水した場合は、莢の腐敗を防ぐために速やかに排水する。 

ウ 台風後に病害が発生しやすいので、よく観察し、必要に応じて表３を参考に殺

菌剤を散布する。 

エ 強風による株の振動や大雨による流水のため、莢が地上に露出することがあ

る。時間がたつと変色莢になるため、必要に応じて培土により土中に埋め戻

す。 

オ 「ナカテユタカ」や「Ｑなっつ」などの立性品種は倒伏しやすいため、倒伏し

た場合は必要に応じて株を立て直す。 

病害虫名 適用薬剤名 希釈倍数等 使用時期／回数 

ハスモンヨトウ トレボン乳剤 1,000 倍 収穫 14 日前まで／２回 

褐斑病・黒渋病 
トップジンＭ水和剤 

ベンレート水和剤 

1,500～2,000 倍 

2,000～3,000 倍 

収穫７日前まで／４回 

収穫 7 日前まで／４回 

白絹病 アフェットフロアブル 2,000 倍 収穫前日まで／３回 

褐斑病 
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（３）「試し掘り」で適期収穫 

落花生の収穫期の目安は、下表のとおりです。必ず試し掘りをして、収穫適期を逃さな

いようにしましょう。また、砂地のほ場では地温が高くなりやすく、収穫時期が早まる傾
向にあるので、早めに試し掘りをしてください。 

掘り遅れた場合、「ナカテユタカ」は食味が低下し、「Ｑなっつ」は落ち実が発生しやす
くなるので、特に注意が必要です。 

 
表４ 開花期からの収穫期の目安 

 
 
 
 
 

 
表５ 落花生研究室（八街市･マルチ栽培）での収穫期目安 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

品種 は種日 開花期 収穫期目安

５月１０日*2 ６月２４日 　９月２７日

５月２０日*1 ７月　３日 １０月　６日

５月３０日*2 ７月　９日 １０月１２日

６月１１日*1 ７月１５日 １０月１８日

６月２０日*2 ７月２１日 １０月２４日

５月１０日*2 ６月２１日 　９月　９日

５月２０日*1 ７月　１日 　９月１９日

５月３０日*2 ７月　７日 　９月２５日

６月１１日*1 ７月１５日 １０月　３日

６月２０日
*2 ７月２０日 １０月　８日

５月１０日
*2 ６月２３日 　９月１１日

５月２０日
*1 ７月　３日 　９月２１日

５月３０日
*2 ７月　９日 　９月２７日

６月１１日
*1 ７月１６日 １０月　４日

６月２０日
*2 ７月２１日 １０月　９日

５月１０日*2 ６月２２日 　９月１５日

５月２０日*1 ７月　１日 　９月２４日

５月３０日*2 ７月　８日 １０月　１日

６月１１日*1 ７月１５日 １０月　８日

６月２０日*2 ７月２０日 １０月１３日

*2：令和５年度試験研究成果普及情報「気象データを活用した落花生の開花期予測モデルの開発」を活用し、

　　アメダス佐倉の日平均気温を基に各は種日の開花期を予測して算出した。

ナカテユタカ

*1：落花生研究室の作況調査ほ場における調査結果

千葉半立

Ｑなっつ

おおまさりネオ
（ゆで莢用：

85日）

千葉半立 ナカテユタカ Ｑなっつ おおまさりネオ 

９５日後 ８０日後 ８０日後 
８５日後 

（ゆで豆用） 

収穫適期判断法 
「ナカテユタカ」及び「Ｑなっつ」は、さやの裏の色で収穫適期が判断できます。 

＜方 法＞ 

①ほ場の中で生育が中庸な４株を掘り、それぞれの株もとのさやを 

５つとり、さやの裏の色を見ます。 

②合計２０個のさやのうち、その半数以上の色が淡褐色（写真＋） 

以上になり、黒褐色（写真＋＋＋）のさやがひとつでも見られた 

ときが掘取りの適期です。 

③開花期から予想される適期の７日前から、２、３日おきに試し 

掘りをして判定します。 


